
 

ありがとうございました ～「つつじが丘 PROJECT 2018」～ 

6 月 10 日（日）、整備作業を通して、学校やつつじが丘への愛着を高めるために、恒例の 

「つつじが丘プロジェクト」を行いました。今年は次の５つのプロジェクトを行いました。 

①つつじが丘の草刈り       ②排水溝の泥上げ、落ち葉拾い 

③校舎の窓拭き・外回りの清掃   ④壁画の汚れ落とし   ⑤丸太ベンチの入れ替え 

 

朝早い開始にもかかわらず、多くの子供たちや保護者の皆様に 

集まっていただき、つつじが丘や校舎の整備を行いました。子供 

たちもお家の方と一緒に進んで作業に取り組んでいました。 

お陰さまできれいになりました。 

ありがとうございました。 

つつじが丘とその周辺は、七谷っ 

子の学習や遊びの舞台です。20 分休 

みや昼休みには子供たちの歓声でいっぱいになる身近な場所が、 

多くの人の力によって使いやすくなりました。みんなで仲良く、 

大切に使っていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「人生は冒険。勇気を出して突き進んでいこう！」 

タイトルの言葉を述べたのは「宝島」の主人公、少年ジムです。夢を持つこと 

は、自分の勉強や生活などを見直すチャンスです。そして、夢を持ち続けること 

は、自分を成長させる大きなエネルギーになります。もちろん、未来には想像で 

きない困難があるかもしれません。しかし、過去を変えることはできませんが、 

未来を変えることはできます。あとは未来に向かって進もうとするか、あきらめ 

るかです。 

６月５日、上学年が鑑賞したミュージカル「宝島」はこんなことを考えさせられた作品でした。 

保護者の皆様、お子さんはどんな夢を持っていますか。お子さんが夢を語った時、ぜひ受け止め、

見守ってください。私たちも子供たちが夢に近付き、実現できるよう応援していきます。 
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盛んだった七谷の紙づくり 

5月30日の全校朝会の時、かつて七谷地区において盛んにつくられていた和紙（加茂紙）について、 

加茂市公民館七谷分館長 今井哲郎様よりお話を伺いました。 

（１）江戸時代の紙づくり 

○今から４００年ほど前（江戸時代のはじめごろ） 

・下田郷（今の三条市）から移り住み、庄屋となった山崎家が七谷 

 郷で「大谷地紙」（下田郷での紙の名前）をつくり始めた。 

・大谷地紙と同じように七谷和紙も「御用紙制度」の中に入った。 

※御用紙制度とは、年貢米の代わりに紙を国（幕府）に納める制 

度で、明治９年に廃止されるまで、２５０年ほど続いた。 

・七谷地区では３軒に１軒の割合で紙づくりが行われていた。しか

し、御用紙制度がなくなったことで、徐々につくる家が少なくなる。 

（２）紙づくり復活 

○日清、日露戦争が起きたり、和紙の使い途が変わってきたりして、再び、生産が盛んになる。 

○加茂では、特に古くからの屏風づくりや果樹用の袋紙に使われるようになる。 

○加茂の仲買人（紙問屋）を通して販売されていたので、「加茂紙」と呼ばれる。 

○明治４３年になると、七谷地区では和紙の精算額と米 

の精算額がほぼ同じくらいになる。 

・新潟県内での和紙の売上額の約４０％（中蒲原郡内 

 では約８７％）を七谷村がしめる。 

（３）七谷が紙づくりに恵まれていた理由 

○高温多湿の気候が原料となるコウゾの木の成長に適し 

 ていた。 

○コウゾの皮を洗ったり、汚れを落としたりする水が豊かだった。 

○紙を乾かすために起こす火の燃料となった木炭が豊かだった。 

（４）最後に 

・最後に今井先生から次のことをお聞きしました。 

「コウゾや水があっても紙はできません。もっと大切なものがあります。それは何でしょう？ 

答えは『七谷の人』です。七谷の人が頑張ったから盛んになったのです。素晴らしいですね。」 

 

今回、お話を伺い、七谷の自然と人が一体となって和紙が生まれ、発展していったと知ることができ 

ました。あらためて七谷の自然と人の素晴らしさを感じました。ありがとうございました。 

 

まもなく水泳授業 ～小中でプール清掃実施～ 

 水泳授業に向けてプール清掃を上学年で行いました。 

５月に４年生がプールにＥＭ菌を投入していたことで、汚れが落 

ちやすくなっていましたが、上学年の児童は元気よく、気持ちよく 

清掃をしていました。 

七谷中学校の生徒からも汚れ落としや監視台・用具等の運搬をし 

てもらいました。ありがとうございました。 

約1時間のプール清掃でしたが、無事に終わりました。その後、 

プールの水張りも終わり、６月２５日（予定）の授業開始を待つばかりです。       

                                 （文責 内藤 孝夫） 

・今年、七谷小学校は創立１１９年目を

迎えました。明治３２年創立です。 

当時の児童の家でも紙をつくっていた

かもしれません。 

・つつじが丘が整備されたのも、明治 

４３年でした。 
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